
 

平成２８年第１２回教育委員会定例会日程 

 

日 時  平成２８年１２月２７日（火） 

午後１時３０分 

場 所  北栄町役場大栄庁舎 第１委員会室 

 

 

１ 開 会 

 

２ 会議録署名委員の指名 

 

３ 行政報告 

  教育長、教育総務課長、生涯学習課長、図書館長、中央公民館長 

 

４ 議 案   

  なし 

 

５ 協議事項 

  平成２９年度全国学力・学習状況調査の実施について・・・・・・・当日配付 

  平成２９年度質問タイム実施要項について・・・・・・・・・・・・・資料１ 

 

６ 報 告 

  ・平成２８年度後期計画訪問まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・資料２ 

  ・学校教育法施行令第２２条の３に該当する 

児童の就学及び在学の継続について・・・・・・・・・・・・・当日配付 

  ・平成２８年度小・中学校ＰＴＡ要望について・・・・・・・・・・・資料３ 

  ・１２月議会一般質問答弁について・・・・・・・・・・・・・・・・資料４ 

・区域外就学の決定について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料５ 

   

７ その他 

  ・次回教育委員会  定例会 １月  日（  ）午後１時３０分から 

 

８ 閉 会 
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第１２回 教育委員会 報告 

＝教育長＝ 

◎業務内容 

１１月２９日 大栄小学校ＰＴＡ要望聞き取り 

１１月３０日 平成２９年度入園児支援判定会議 

１２月 １日 北栄町議会全員協議会 

       鳥取中央育英高創立記念講演会 

１２月 ２日 北条小学校学事訪問 

       北栄町通学路安全対策推進協議会 

１２月 ３日 大谷こども園、北条みどり保育園生活発表会 

１２月 ４日 北栄町人権フェスタ 

１２月 ５日 人権週間事業所訪問 

１２月 ６日～１９日 北栄町議会１２月定例会 

       大栄中学校学事訪問 

１２月 ７日 北栄町教育連絡会 

       フッ化物洗口検討会 

       北栄町総合教育会議 

１２月 ８日 北条中学校学事訪問 

       北栄町歴史民俗資料館運営委員会 

       北栄町文化財保護委員会 

１２月 ９日 大誠こども園生活発表会 

       北栄町児童館運営委員会 

       北栄町隣保館運営審議会 

１２月１１日 柳田邦男講演会 

１２月１４日 筆塚中央書道連盟協議 

       鳥取県教職員組合「教職員定数改善」要請 

１２月１７日 北条こども園生活発表会 

１２月１９日 北栄町議会行政報告会 

１２月２０日 「中部支援センター」対応４町協議 

       全中ソフト協力依頼 

北栄町すいかながいも健康マラソン実行委員会 

１２月２１日 中部教育局長人事協議 

鳥取県教職員組合要望聞き取り 

１２月２６日 町内４小中学校人事協議 
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第８回 教育連絡会 

平成２８年１２月７日 

 

★私たちの中心にある一番の目的は 

「子どもたちのために」 

このことを忘れることなく、初心に返って 

 

★いじめ問題について 

子ども達の様子をしっかりと観察して、兆候を見逃すことなく適切な対応をお願いしま

す。 

「北栄町じんけんフェスタ」への協力ありがとうございました。 

 

★報連相＋確認 

報  良い結果も悪い結果も事実をありのまま伝える。 

連  すばやく正確に伝える。組織で情報を共有。 

相  独断で判断せず、早めに上司に相談。相談する際は、問題点を整理して自分で代

案を考えておく。 

 確認 結果の確認をしてください。 

 

★登下校時の安全確保 

児童・生徒への注意喚起、自転車運転ルールの徹底（一時停止、ヘルメット着用、併走

禁止など）を図ってください。 

保護者、地域、学校での通学路の点検をしてください。 

 通学路見守りボランティア、こどもかけこみ１１０番への協力依頼をお願いします。 

 

○年末の交通安全県民運動について 

 １２月１２日～１２月２１日まで 

 運動の重点 

 ・夕暮れ時や早朝、夜間の交通事故防止 

 ・飲酒運転の根絶 

 ・高齢者と子どもの交通事故防止 

 

○「鳥取県支え愛交通安全条例」について 

 １１月の校長会であった件ですが、平成２８年１０月１４日に公布・施行されました。 

条例では、保護者の努力義務として、子どもに自転車を利用させる時は、 

・ヘルメットをかぶらせること 

・自転車損害賠償保険等に加入すること 

などが明記されました。鳥取県ＨＰに掲載されている下記のチラシを活用するなどし、保
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護者啓発を含めた交通事故防止の推進に努めてください。  

◎鳥取県支え愛交通安全条例 （本文）  

http://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1046005/sasaeaijyourei.pdf  

（チラシ）  

http://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1046005/syuuseichirashi.pdf 

 

○ＰＴＡ要望時にお願いしたこと 

・自転車を乗るときはヘルメットの着用 

・自転車損害賠償保険等への加入 

 ・学校への送迎の自粛 

 ・早寝早起き朝ごはん 

 ・机に向かう家庭学習の習慣化 

 ・ペアレンタルコントロール 

 

○冬休み期間中の過ごし方について 

子どもたちの日々の学習状況の観察や記録等を積み重ねてしっかりとした評価を

お願いするとともに、３学期を見据えた学習指導をお願いします。 

冬休み期間中の過ごし方の指導をお願いします。 

 

○平成２９年度北栄町教育委員会予算重点項目について 

 １２月７日の総合教育会議で議論する内容です。 

 

○長時間勤務者について 

時間外勤務が１月あたり１００時間、６ヶ月平均８０時間を超える教職員を教えてくだ

さい。 

 

○ストレスチェックについて 

 教職員の「心の健康」を守るために年１回以上ストレスチャックをしてください。 

下記のホームページにアクセスして無料の診断受けられます。おかしいなと感じたら医師

のカウンセリングを受けてください。 

公立学校共済組合 https://www.kouritu.go.jp/topics/kokoro/index.html 

鳥取県市町村職員共済組合 http://kokoro.mhlw.go.jp/tool/worker/ 

 

○人事ヒアリング 

提出期限１２月２６日 

加配など学校の体制については、 １月  日 

異動については、１２月２６日に行います。 
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○平成２９年度新規保育教諭採用試験の実施について 

 １２月１日～１２月２２日で願書受付 

臨時職員や心当たりの方に教えてあげてください。 

 

 

＝教育総務課＝ 

１ 中学生議会について 

 11月 22日北条中学校の 3年生が「地方公共団体の課題から未来の北栄町を考える」と

題して、社会科の授業で調べた北栄町の課題について発表、その後、「活気があり、個性

的で、魅力的なまちづくりに向けて」の提案を行いました。 

続く、11月 25日には大栄中学校の 2年生が、「こんな北栄町に住みたい」をテーマに

北栄町のまちづくりについて考えたことについて、紙芝居風に班ごとに発表しました。 

 

２ 教育行政評価の中間評価について 

 11月 30日（10月 21日に開催予定を地震で延期）、農村環境改善センターで実施しまし

た。今年度選定の 20 事業について、外部評価委員（野津委員、手嶋委員、津島委員）か

ら中間評価を受けました。結果は別紙のとおり。 
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整
理

 

番
号

 
事

 
 

業
 

 
名

 
事

業
 

進
捗

 

内
 

部
 

評
 

価
 

外
 

部
 

評
 

価
 

委
 

員
 

評
 

価
 

評
価

 
理

 
 

由
 

0
01 

養
育
支
援
訪
問
事
業

 
未
完
了

 
Ｃ

 
計
画
ど
お
り
実
施
中

 
野
津
：

C
。
手
島
：

C
。
津
島
：

C
 

0
10 

木
育
事
業

 
未
完
了

 
Ｃ

 
目
標
ど
お
り
実
施
中

 
野
津
：

C
。
手
島
：

C
配
布
で
終
わ
っ
て
い
な
い
か
。
心
の
発
達
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
疑
問
。

 

津
島
：

C
 

0
14 

園
内
研
修
の
充
実

 
未
完
了

 
Ｂ

 
研

修
実
施
目
標
以
上

 
野
津
：

B
質

・
専
門
性
の
向

上
と

あ
る

が
、
保

育
士

に
ど

う
な

っ
て

欲
し

い
の

か
、
ど

う
い

う
向

上

が
で
き
た
の
か
期

末
で
は

示
し

て
ほ

し
い

。
手

島
：

B
努

力
が

伺
わ

れ
る

。
津

島
：

B
 

0
17 

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
 

未
完

了
 

Ｂ
 

参
加

行
事

目
標

以
上

 

児
童

数
も

前
年

比
増

 

野
津
：

C
。
手
島
：

B
目

標
以

上
で

良
い

。
津

島
：

B
こ

れ
ま

で
通

っ
た

こ
と

の
な

い
4
～

5
年

生
へ

の
案

内
が

で
き

て
い

な
い

の
で

は
な

い
か

。
 

0
21 

子
ど

も
と

向
き

合
い

確
か

な
力

を
つ

け
る

「
質

問
タ

イ
ム

」
 

未
完

了
 

Ｃ
 

目
標

ど
お

り
実

施
中

 
野

津
：

C
ど

ん
な

手
法

で
仲

間
づ

く
り

を
行

っ
て

い
る

か
示

し
て

欲
し

い
。

手
島

：
C
。

津
島

：
C

 

0
26 

I
C

T
教

育
活

動
の

充
実

 
未

完
了

 
Ｃ

 
ハ

ー
ド

整
備

完
了

 

計
画

ど
お

り
進

行
中

 
野

津
：

D
何

を
目

的
と

し
て

い
る

か
な

ど
、

教
育

効
果

が
不

明
で

あ
る

。
手

島
：

C
。

津
島

：
C

 

0
36 

北
栄

町
い

じ
め

を
な

く
そ

う
サ

ミ
ッ
ト

 
未
完
了

 
Ｃ

 
サ
ミ
ッ
ト
開
催
済
み

 

他
は
予
定
ど
お
り
進
行
中

 

野
津
：

C
参
加
者
が
少
な
い
。
手
島
：

D
参
加
者
に
よ
る
学
校
や
地
域
へ
の
ア
ピ
ー
ル
が
少
な
い
と

感
じ
る
。
津
島
：

D
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
サ
ミ
ッ
ト
を
各
学
校
で
行
っ
て
は
ど
う
か
。

 

0
46 

特
別
支
援
教
育
補
佐
員
の
充
実

 
未
完
了

 
Ｃ

 
支
援
員
配
置
済
み

 

研
修
は
予
定
通
り
実
施
中

 
野
津
：

C
。
手
島
：

C
。
津
島
：

C
 

0
50 

Ａ
Ｌ

Ｔ
、

外
国

語
指

導
員

の
活

用
 

未
完
了

 
Ｃ

 
8
月
か

ら
新

A
L

T
を

配
置

 
野
津

：
C
。
手

島
：

D
外

国
語

指
導

が
う

ま
く

で
き
て

い
る
か

疑
問
。

津
島

：
C

 

0
59 

北
条

小
学

校
整

備
事

業
 

未
完

了
 

Ｃ
 

予
定

通
り

実
施

中
 

野
津

：
C
。

手
島

：
C
。

津
島

：
C
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整
理

 

番
号

 
事

 
 

業
 

 
名

 
事

業
 

進
捗

 

内
 

部
 

評
 

価
 

外
 

部
 

評
 

価
 

委
 

員
 

評
 

価
 

評
価

 
理

 
 

由
 

0
66 

北
栄

人
権

文
化

セ
ン

タ
ー

の
運

営
・
管
理
事
業

 
未
完
了

 
Ｂ

 
予
定
ど
お
り
事
業
実
施

 

来
館
者
前
年
比
増

 

野
津
：

B
計
画
以
上
で
良
い
。
手
島
：

B
セ
ン
タ
ー
を
知
ら
な
い
人
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
周
知
不
足
。

津
島
：

B
 

0
76 

じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ

 
未
完
了

 
Ｃ

 
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
進
行
中

 
未
実
施
で
評
価
不
可

 

0
79 

公
民
館
ま
つ
り
事
業

 
未
完
了

 
Ｃ

 
予

定
ど
お
り
準
備
作

業
中

 
未
実
施
で
評
価

不
可

 

0
83 

青
少

年
育

成
町

民
会

議
交

付
金

事
業

 
未

完
了

 
Ｄ

 
数

値
目

標
が

一
部

未
達

成
 

野
津

：
D

活
動

参
加

者
が

固
定

し
て

い
る

。
手

島
：

D
。

津
島

：
D

朝
も

よ
い

が
学

校
帰

り
が

あ
る

と
い

い
。

検
討

を
。

バ
ス

通
で

通
う

自
治

会
が

参
加

さ
れ

な
い

の
は

あ
る

意
味

し
か

た
な

い
。

 

0
90 

ビ
デ

オ
鑑

賞
会

 
未

完
了

 
Ｃ

 
ほ

ぼ
目

標
ど

お
り

の
参

加

者
 

野
島
：

D
映

画
は

簡
単

に
見

ら
れ

る
時

代
。
そ

も
そ

も
必

要
な

事
業

か
疑

問
。
手

島
：

C
参

加
者

が

少
な

い
。

他
の

企
画

を
考

え
て

は
ど

う
か

。
津

島
：

D
 

0
92 

夏
休

み
科

学
教

室
 

完
 

了
 

Ｃ
 

計
画

ど
お

り
実

施
し

た
 

野
津

：
C
。

手
島

：
B
良

い
教

室
だ

と
思

う
。

津
島

：
C

 

0
96 

町
民
運
動
会

 
完
 
了

 
Ｄ

 
参

加
自

治
会

が
全

体
の

1
/3

 

野
津
：

E
参
加
数
が
低
い
。
手
島
：

E
親
睦
と
体
力
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
津
島
：

E
行

事
が
多
く
仕
事
で
参
加
で
き
な
い
人
も
多
く
、
参
加
団
体
が
少
な
い
の
も
し
か
た
な
い
。

 

0
98 

ウ
オ

ー
キ

ン
グ

の
ま

ち
北

栄
町

推
進
事
業

 
未
完
了

 
Ｂ

 
数
値
目
標
以
上
達
成

 
野
津
：

C
今
年
は

W
T

C
効
果
で
は
な
い
か
。
手
島
：

D
も
っ
と
町
民
の
参
加
を
。
津
島
：

B
 

1
01 

町
民

音
楽

祭
（

コ
ー

ラ
ス

フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
）
の
開
催

 
未
完
了

 
Ｄ

 
参

加
団

体
目
標

未
達

成
 

野
津
：

E
参
加
予

定
数

が
低

い
。
手
島
：

D
コ

ー
ラ

ス
部
の

存
在
を

知
っ

て
も

ら
う
企

画
を
す

べ
き

。

津
島

：
E
学
校

の
学
習

発
表
会

の
合
唱

を
加
え

る
と

良
い

。
他
の

学
校
の

合
唱

も
見

た
い
。

 

1
08 

北
栄

文
芸

編
集

・
発

刊
事

業
 

未
完

了
 

Ｃ
 

予
定

通
り

実
施

中
 

野
津

：
D

私
な

ら
F

a
c
e
b
o
o
k
を

使
う

。
手

島
：

D
過

去
の

課
題

が
そ

の
ま

ま
と

な
っ

て
い

る
。

津

島
：

D
学

校
が

選
ん

で
の

投
稿

ス
タ

イ
ル

で
載

っ
た

が
、

個
人

で
の

は
投

稿
は

ハ
ー

ド
ル

が
高

い
。
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＝生涯学習課＝ 

１ 平成 28年度北栄町バレーボール大会について 

日にち 11月 27日 

場 所 大栄体育館、大栄小学校体育館、大栄中学校体育館（3会場） 

参 加 36チーム（男子の部 32、女子の部 14） 

結 果 男子の部 優勝 土下   2位 妻波  3位 大野、東園 

      女子の部 優勝 西高尾  2位 大島  3位 みどり西、由良宿 3区 

 

２ 北栄町じんけんフェスタ 2016について 

日にち 12月 4日（日） 

  場 所 大栄農村環境改善センター 

  概 要 ・北栄町いじめをなくそうサミット活動報告 

       北条小 6年 橘こころ、倉本正美、山涌美殊輝、岩田隼弥、山田京加、 

佐々木柚葉、池本樹栄 

      ・人権作文発表 

「一人一人を大切にするということ」 北条中 2年 足立優子 

「おじいちゃんについて」      大栄中 3年 前田佳穂 

      ・事業所活動報告 

       「学校法人 中央高等学園専修学校の取り組みについて」 

        理事長 阪本秀樹 

      ・講演「いのちに寄り添う ～生かされていることに気づいた日々」 

       講師 岩崎順子（いのちの講演家） 

      ・総合司会 ほのまる （ほのまるコーナーで人権標語による人権漫才） 

      ・町内こども園・保育所（園）、小中学校、鳥取中央育英高、中央高等学園

専修学校の作品及び人権パネル展示 

      ・フレンズカンパニー、菜野人創造所 team vegeによる物品販売 

 

３ 第 2回北栄町歴史民俗資料館運営委員会・文化財保護委員会について 

日にち 12月 8日 

場 所 中央公民館 

参加者 7/8人・4/5人 

概 要・平成 28年度事業に対する意見 

   ・平成 29年度事業に対する協議、要望 

   ・来年度北条歴史民俗資料館の愛称募集 

 

４ 第 2回北栄町隣保館運営審議会・児童館運営委員会について 

日にち 12月 9日 

場 所 ほくほくプラザ 

参加者 6/10人（委任状 1人） 
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概 要・平成 28年度事業に対する意見 

   ・平成 29年度事業に対する要望 

 

５ 企画展示「遺物が語る北栄の歴史 vol.1」について 

期 間 12 月 10 日～平成 29 年 1 月 29 日 

場 所 北条歴史民俗資料館 

概 要・島遺跡（北条島）周辺の縄文・弥生・古墳遺物や鳥取大学が所蔵する「鹿埴

輪（重要文化財）」などを加えた企画展示 …別紙参照 

 

６ 平成 28 年度北栄町バドミントン大会について 

日にち 12 月 11 日 

場 所 大栄中学校体育館 

参 加 34チーム 

結 果 自治会の部 優勝 大谷Ａ 2 位 みどり南 3 位 みどり西、さくら団地 

 

７ ほくほくプラザのイベント  

  一般向け 

  ①冬の寄せ植えとおしゃべりサロン 

   日にち 12月 16日（金） 

   参加者 11名 

   概 要・花苗の寄せ植えをした後に軽食タイムでおしゃべりを楽しむ 

 

  児童向け 

  ①創作教室 カレンダーをつくろう 

   日にち 12月 10日（土） 

   場 所 ほくほくプラザ 

   参加者 18名 

   概 要・お気に入りの写真･絵を使って来年のオリジナルカレンダーを作る 

  ②絵本の読み聞かせ会 

   日にち 12月 11日（日） 

   参加者 23名 

   概 要・人形劇「ぐりとぐらのおきゃくさま」 

      ・絵本「ねずみくんのクリスマス」の読み聞かせ 

  ③季節の行事に親しむ 鏡もちづくり 

   日にち 12月 25日（日） 

   参加者   名 

   概 要・臼と杵を使ってお餅をついて、ミニ鏡もち、きな粉もちを作る。 

 

８ 今後の行事について 
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（１）成人式 

    日 時 平成 29年 1月 3日（火） 午前 10時～ 

    場 所 北条農村環境改善センター 

 

（２）港区政 70周年自治体連携事業 

   台場でつながる全国の自治体と港区 

   － 歴史的遺産の保存と活用を考える － 

    日にち 平成 29年 1月 29日（日） メイン日 

    場 所 東京都港区男女平等参画センター（リーブラ） メイン会場 

 

【特徴的な事項】 

 ・日置粂左ヱ門町文化財保護委員会委員長が鳥取県文化功労賞を受賞 

  ※受賞記念巡回展 …別紙参照 
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＝図書館＝ 

1 由良宿 2区子ども会ビデオ上映会について 

  日 時 12月 10日(土) 午前 9時 30分～ 

  場 所 北栄町図書館 2階 AV室 

  概 要 「チャーリーとチョコレート工場」を子ども会で視聴 

  参加者  30名 

 

２ 柳田邦男読書講演会について 

  日 時 12月 11日(日) 午後 2時～4時 

  場 所 北栄町大栄農村環境改善センター 

  講 師 柳田邦男（絵本推進活動家、ノンフィクション作家） 

概 要 「絵本で子どもも大人も心が育つ」 

  参加者  230名 

  

３ 町内小中高図書館司書交流研修会について 

  日 時 12月 15日(木) 午後 2時 30分～5時 

  場 所 北栄町図書館 2階研修室 

  概 要 ・「公共図書館・学校図書館と著作権について」 

        講師：鳥取県立図書館支援協力課 麻田真 司書 

      ・意見交換 

  参加者  11名 

   

４ 「あたまイキイキ音読教室」について 

日 時 12月 21日（水） 午前 10時 30分～ 

  場 所 図書館 2階 研修室 

概 要 音読（手遊び、歌、童話など）を参加者全員で声に出して読む。 

     関連図書の展示コーナーの設置 

 参加者  

 

５ 今後の予定ついて 

（１） 新春書家三人展について 

期 間 平成 29年 1月 4日（水）～1月 24日（火） 

  場 所 図書館玄関ロビー＆1階柱画廊 

概 要 新春を寿ぎ、書初めの行事と繫がる展示をする。期間中は「書」に関する 

     本を館内に展示し、愛好家並びに利用者の来館を促す。 

 出展者 道祖尾良苑、引田恵華、福新幸世 

 

（２）「本の福袋」について 

日 時 平成 29年 1月 4日（水）～全て貸出されるまで 
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  場 所 図書館・北条分室 

  概 要 本のテーマが記されている福袋を図書館 10袋、北条分室 5袋限定で貸出    

     する。新たな本との出会いを提供。 

 

（３）あたまイキイキ音読教室について 

日 時 1月 18日(水) 午前 10時 30分～ 

  場 所 図書館 2階 研修室 

概 要 音読（手遊び、歌、童話など）を参加者全員で声に出して読む。 

     関連図書の展示コーナーの設置 

 

【特徴的な事項】      

 １ 図書館の貸出状況等について 

 

   平成 28年 11月分の貸出等実績 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

＝中央公民館＝ 

１ 平成 28年度シニアクラブについて 

（１）総合学習 

日 時 12月 5日（月） 午後 2時～午後 4時 

場 所 中央公民館大栄分館 講堂 

参加者 16名 

 概 要 暮らしの講座「くらしに潜む危険から身を守るために」 

       講 師 中部消費生活センター 相談員 前田 薫子 氏 

（２）コース別学習 

日 時 12月 19日（月） 午後 2時～午後 4時 

場 所 中央公民館 講堂ほか 

  利 用 者 人 数

（人） 

貸 出 冊 数

（冊） 

11月分 

（前年分） 

図書館 1,369 

  (1,683) 

5,288 

（5,659） 

北条分室 594 

（737） 

 2,191 

（2,288） 

累計 

平成 28年 

（平成 27

年） 

図書館 11,614

（12,431） 

41,175 

（44,988） 

北条分室 5,160 

（5,016） 

18,676 

（17,130） 
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参加者 93名 

 概 要 パソコン・ニュースポーツ・歌唱・習字・フラダンス・食を考える・絵てが

み・和紙あかりの 8コースに分かれての学習 

 

２ 青少年育成講座「おもしろまなびタイム～後期～」について 

（１）「ニュースポーツにチャレンジ！」  

 日 時 12月 14日（水）午後 4時～午後 5時 15分 

  場 所 中央公民館 講堂 

  講 師 福祉レクネットワーク鳥取 代表 玉木 純一さん 

  参加者 10名 

  概 要 ・宿題タイム・ニュースポーツ実践体験 

（２）「ミニ正月飾りを作ろう」 

 日 時 12月 21日（水）午後 4時～午後 5時 15分 

  場 所 中央公民館 講堂 

  講 師 地域ボランティア 岸田 泰彦さん 

  参加者 14名 

  概 要 ・宿題タイム・ミニ正月飾りの製作 

 

３ 国際理解講座「アジア“知っ得”講座」について 

  日 時 12月 11日（日）午前 10時～午後 2時 

  内 容 台湾知っ得！「台湾料理と生活文化」 

  講 師 羅房 婕美（ラホウ チェミ）さん 

  参加者 12名 

  概 要 ・台湾文化紹介・台湾風そぼろご飯、ごま油チキンスープ、ジャスミンティ

ーゼリーを料理・羅房先生とトーク 

 

４ 第 1回自治会まちづくり役員（生涯学習部長）研修会について 

  日 時 12月 2日（金） 午後 7時～午後 8時 30分 

  場 所 中央公民館講堂 

  参加者 33自治会 46名 

  概 要 ・講演「地域を面白くする生涯学習の可能性」 

講師 鳥取県教育委員会事務局社会教育課 係長 岸本 隆治 氏 

      ・教育委員会事業紹介 

 

５ 工事等の発注について  

                     （単位：円） 

入札
日 

工事名等 内 容 
指 名 
業者数 

入札回数 予定価格 
期間等 

落札業者 契約金額 
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11/2 

大栄分館
屋上防水
改修工事 

北棟屋上防
水シート・
天井板の張
替え 

6社 

1回 4,968,000 11/4 

～ 

2/15 ㈲共栄組 4,827,600 

12/13 

大栄分館
震災被害
修繕工事
に係る調
査及び設
計監理業
務 

外構等の排
外調査及び
修繕工事設
計監理 8社 

1回 2,852,280 
1/31 

～ 

工事完

了 

㈲フジイ総合
設計事務所 

2,700,000 

12/13 

大栄分館
震災被害
修繕工事
(給休排水
設備等)に
係る調査
及び設計
業務 

給排水設備
等の被害等
調査及び修
繕工事設計 

8社 

1回 1,605,960 
12/16 

～ 

3/15 ㈲フジイ総合
設計事務所 

1,522,800 

 

【特徴的な事項】 

・中央公民館ロビー展について 

日 時 1月 5日（木）～1月 31日（火） 

  概 要 北条中学校美術作品展 

場 所 中央公民館 ロビー 

 

・北栄文芸（第 45号）の発刊について 

発 刊 1月 10日（火） 

部 数 300部発刊 

※ 販売 200円（バックナンバーも販売） 

次号第 46号：3月 10日（月）原稿締切 

 

・シニアクラブ学習について 

  総  合 日 時 1月 10日（火） 午後 2時～午後 4時 

場 所 中央公民館大栄分館 

概 要 法律講座「子や孫を“争族人”にしないために」 

      講 師 ほうむ相談センター 

 司法書士 西川 洋一さん 

  コース別 日 時 1月 23日（月）午後 2時～午後 4時 

場 所 中央公民館他 

概 要 パソコンほか 8コースの学習 

 

・青少年育成講座「おもしろまなびタイム」について 
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 ①「わりばしでっぽうをつくろう！」  

 日 時 1月 11日（水）午後 4時～午後 5時 15分 

  場 所 中央公民館 講堂 

  講 師 中央公民館職員 

 ②「くらよし凧を作って飛ばそう！」  

 日 時 1月 25日（水）午後 4時～午後 5時 15分 

  場 所 中央公民館 講堂 

  講 師 地域ボランティア 岸田 泰彦さん 

 

・第11回公民館まつりについて 

（１）作品展 

    日 時 平成29年1月28日（土）～2月5日（日） 午前9時～午後5時 

※ 初日「オープニングセレモニー」 午前9時30分～ 

    場 所 北条農村環境改善センター 

    その他 ・体験コーナー（お茶席等）を初日・2日目（土・日曜日）に実施 

        ・オープニング「文化教室」フラダンス・合唱、創作談話を実施 

（２）芸能発表会 

    日 時 平成29年2月5日（日）  

午前9時30分～午後4時  ※ 受付：午前9時 

    場 所 大栄農村環境改善センター 
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平成２９年度「質問タイム」実施要項（案） 

                                北栄町教育委員会 

 

１ ねらい 

  学校生活に時間的なゆとりを持たせ、（授業日数を増やして、）子どもたちに確かな力をつける。 

   

２ 具体的な方法 

（１） ２週で１時間を減とし、その時間を「質問タイム」として設定する。（年間１７時間程度） 

時間割の組み方、内容及び実施方法は、各学校で協議・決定する。 

（２）「質問タイム」は、子どもと向き合い、疑問やつまずきを解消する時間とする。 

   （学力補充、学級づくり、教育相談等） 

（３）年間授業日数を次のとおりとする。 

   ①年間標準時間数＋質問タイムの趣旨に合った授業の時数１７＋予備日６～１２時間を確

保する。 

   ②近年の授業に数と大きく隔たらないこと。 

   具体的な年間授業日数は、校長が定める。 

     小学校…２０３～２０５日   

中学校…２０６～２０７日    

（４）「質問タイム」は、時間数にカウントすることができる。 

   ＜留意点＞ 

    ＊全員が、同じ教科の学習に取り組む。→その教科として、カウントする。 

＊個別に指導する子、復習プリントに取り組む子など、個に応じた指導（補充、発展など） 

をする。 

 （５）各学校の「質問タイム」の取組は、「学校だより」で家庭に周知する。 

 

３ その他 

○平成２９年度以降の「質問タイム」の取組について 

平成２９年度の取組の成果と課題を踏まえて改善を図り、取組を考える。 

○北栄町教育委員会は、学校での「土曜授業」を実施しない。「生きる力」をつけるため、土・ 

日曜日は、家庭・地域で様々な体験活動を通して学ぶよう働きかける。 
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●参考 

学校教育法施行令第２９条 

   公立の学校（大学を除く。）の学期及び夏季、冬季、学年末、農繁期等における休業日は、

市町村又は都道府県の設置する学校にあつては当該市町村又は都道府県の教育委員会が、公立

大学法人の設置する高等専門学校にあつては当該公立大学法人の理事長が定める。 

 

北栄町立小学校及び中学校管理規則第７条 

   休業日は次のとおりとする。 

   （３）学年始休業日 ４月１日から同月１０日までの間において校長が定める期間 

   （４）夏季休業日 ７月２０日から９月２０日までの間において校長が定める期間 

   （５）冬季休業日 １２月２０日から翌年１月２０日までの間において校長が定める期間 

   （６）学年末休業日 ３月２１日から同月３１日までの間において校長が定める期間 

  

 

平成２７年度 小学校 授業日数２０３日 

   年間授業時数（この時数に＋質問タイムの時間１７時間授業を行った 

           低学年はさらに加えて、外国語活動を１０時間実施した） 

  １年  ２年  ３年  ４年  ５年   ６年 

大栄小 
９１３ 

（＋６３） 

９５５ 

（＋４５） 

９８７ 

（＋４２） 

１，０２５ 

（＋４５） 

１，０２４ 

（＋４４） 

１，００１ 

（＋２１） 

北条小 
９００ 

（＋５０） 

  ９３３ 

（＋２３） 

  ９６６ 

（＋２１） 

１．００９ 

（＋２９） 

９９４ 

（＋１４） 

９８０ 

（＋０） 

 

平成２６年度 中学校 授業日数２０５日   

年間授業時数（質問タイム未実施） 

  １年  ２年  ３年 

大栄中 
１．０８４

（＋６７） 

１，０７３

（＋５８） 

１，０２８ 

（＋１３） 

北条中 
１，０８９ 

（＋７４） 

１，０７３

（＋５８） 

１，０２８ 

（＋１３） 

中学校は、２０５日では、３年生が質問タイムの趣旨に合った時間を確保できない。 

２０６日あれば可能。 

 

 

 平成２９年度、本年度通り２０８日を確保した場合 

 

・夏季休業日を県総体の後、２５日に設定せざるを得ない。【別紙１】 

・部活動によっては、生徒は課業日に県総体に参加し、大会関係職員は大会運営にかかわるこ

とになる。 

    ・高校の体験が課業日と重なる。 
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平成２８年度「質問タイム」実施要項 

                                北栄町教育委員会 

１ ねらい 

  学校生活に時間的なゆとりを持たせ、授業日数を増やして、子どもたちに確かな力をつける。 

   

２ 具体的な方法 

（１） ２週で１時間を減とし、その時間を「質問タイム」として設定する。（年間１７時間程度） 

時間割の組み方、内容及び実施方法は、各学校で協議・決定する。 

（２）「質問タイム」は、子どもと向き合い、疑問やつまずきを解消する時間とする。 

   （学力補充、学級づくり、教育相談等） 

（３）年間授業日数を次のとおりとする。 

     小学校…２０５日   

中学校…２０８日    

（４）「質問タイム」は、時間数にカウントすることができる。 

   ＜留意点＞ 

    ＊全員が、同じ教科の学習に取り組む。→その教科として、カウントする。 

＊個別に指導する子、復習プリントに取り組む子など、個に応じた指導（補充、発展など） 

をする。 

 （５）各学校の「質問タイム」の取組は、「学校だより」で家庭に周知する。 

 

３ その他 

○平成２８年度以降の「質問タイム」の取組について 

平成２８年度の取組の成果と課題を踏まえて改善を図り、取組を考える。 

教育委員は、平成２８年度の計画訪問の時等に、実施状況及び現場の意見を聞く。 

  ○北栄町教育委員会は、学校での「土曜授業」を実施しない。「生きる力」をつけるため、土・ 

日曜日は、家庭・地域で様々な体験活動を通して学ぶよう働きかける。 
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              平成２８年度「質問タイム」を実施して 

 

１ 効果があったこと 

 小学校 

  ○テスト直しや復習プリントをさせたり、個別の指導をしたりしたことで、子どものつまずきに

対応することができた。 

○全学級でクラスパワー会議（話し合い）の時間を確保でき、学級のことについてみんなで考え、

学級力を高めていくことができた。 

  ○低学年は、時間にゆとりができ、文字の練習、ノートの使い方指導、プリントでの補充学習等

ができた。高学年も、プリント学習、予習・復習等の学習ができ、個に応じて進めることがで

きた。 

  ○高学年を中心として、家庭学習の手引きにある自主学習の進め方の指導ができた。 

中学校 

  ○毎月記名調査で実施している「いじめアンケート」などをもとに、毎日の学校生活で困ってい

ることや、学習面、友だち、部活動などでの悩みに担任がきめ細かく応じることができている。

担任と個別に話し合うことが自然になってきているため、質問タイム以外でも、困ったことを

すぐに担任や学年の先生に相談することができるようになっている。 

○教育相談として時間が使えたので、仲間づくりなど生活上の諸問題に加え、進路や学習方法に

ついて話したり、指導したりすることができた。 

○教科の復習では、生徒同士、お互いに質問しあうことができるので、わからないところや困っ

たところをお互いに教えあう活動が自然に生まれている。 

○学習が苦手な生徒には、個別に指導する機会になり、それ以外の生徒にとっては学習内容を自

分で考えて取り組む時間になった。 

  

２ 課題 

○長期休業日を短縮したことによる弊害が大きい。 

・職員の休みを確保できない。（夏季特休、振替） 

   ・総体の運営に支障が生じかねない。 

   ・高校の体験が、課業日と重なっている。 

   ・校内の会議や研修を行うことの出来る日の確保が難しくなった。 

  

 

 

●参考  

平成２８年度夏季休業中に教育委員会事務局が実施した研修会等 

      いじめをなくそうサミット 

      通級に係る研修会 

      新任教職員町内めぐり 

      特別支援教育主任会 

      北栄町子どもの豊かな育ちと学びを支援する連絡会 

      年長児訪問 

平成２９年度は、加えて次の研修を予定している 

      特別支援学級担任研修 

      特別支援教育補佐員研修 

 

校内研修として行いたいもの 

      ＱＵ研修 

      ＩＣＴ活用研修 

      外国語活動の研修（小学校） 

      特別支援教育研修 
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一 般 質 問 答 弁 書 

平成 28年 12月 12日 

質問事項番号 3 質問議員名 8番 町田 貴子 

質 問 事 項 

（質問要旨） 

鳥取中部地震の被害状況と今後の対策について 

・こども園、小中学校の地震発生直後の様子は。対応は。 

・給食の提供は。 

・北条中学校体育館の早急な対応を望む。 

答  弁  者 教育委員長 担当課 教育総務課 

〔答弁要旨〕 

 町田議員のご質問にお答えいたします。 

 こども園、学校の地震直後の様子や対応についてでございます。 

 

まず、地震当日の午後 2時 7分、北条小学校では体育館で学習発表会の休憩中、大栄小

学校 5年生は船上山での研修中、北条こども園の 4,5歳児は園外で芋ほりの実施中で、こ

のほかのこどもたちは、園や学校内での地震となりました。 

次に対応ですが、（由良こども園と大谷こども園以外は、）地震発生と同時に停電となり

ましたので、放送機が使えず、声やハンドマイクによる指示となりました。地震直後は、

机の下に隠れ、揺れがおさまってから避難を行い、大栄中学校では自転車小屋、それ以外

は、園庭・校庭に避難をいたしました。地震発生から避難場所への移動するなどの一連の

行動については、日頃の訓練どおりにできた、と聞いております。 

 その後、まちこみメールによる一斉送信や電話による連絡で保護者に連絡を行い、子ど

もたちの引渡しを行いました。ほとんどが午後 5時ごろまでに保護者に引き渡しができま

したが、一部、仕事の都合で迎えができない方については、最終が、午後 7時ごろであっ

たとのことでございます。 

 

 今後への対応としましては、「停電で校内の放送ができなかった」また、「パソコンが使

えず、まちこみメールが送信できなかった」というのが多くの園、学校が問題点にあげま

したので、ハンドマイクの配置や、停電でのメールが送信できるよう体制を整備したいと、

考えております。 

 

次に給食についてでございます。給食につきましては、由良こども園、大谷こども園、

学校給食センターが翌週、月曜日の調理を中止し、弁当による対応を行いましたが、北条

こども園、大誠こども園は通常とおりの給食を行いました。 

こども園を中止した理由は、水のにごりによるもの、学校給食センターは施設及び機器

点検実施によるものでございます。水の改善、点検により施設の安全が確認できましたの

で、翌日 25日から、通常どおりの給食提供をしております。 

 

 北条中学校の体育館については、議員ご指摘のとおり、使用できない状況となっており

ます。改修工事でございますが、先週（12 月 9日）、工事を発注をいたしました。体育館

内に足場を組んでの工事のため、1 月末までの工期としていますが、1 日でも早い復旧に

なるよう、取り組んでいきたいと思います。 
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質問事項番号 1－1 質問議員名 12番 飯田 正征 

質 問 事 項 

（質問要旨） 

認知症見守り対策について 

・中学校のすべての生徒、教職員に「認知症サポーター」を育

てる事業に取り組んではどうか。 

答  弁  者 教育委員長 担当課 教育総務課 

〔答弁要旨〕 

 飯田議員のご質問にお答えいたします。 

 

 中学校で「認知症サポーター」を育てる事業に取り組んではどうか とのご質問でござ

います。 

 

 町長答弁にありましたが、認知症サポーターの養成につきましては、小学校で毎年、取

り組んでおりまして、北条小学校では平成 24年度から 5年生を対象に、大栄小学校では、

平成 25 年度から 4 年生を対象に、実施をしてきております。講座の受講によって、既に

多くの中学生もサポーターの証である「オレンジリング」を所持しているところでござい

ます。 

 

中学校においても養成講座を受講し、更に理解を深めることは重要なこととは思います

が、「総合的な学習の時間」の中で、高齢者・障害者などの人権、認知証やバリアフリー

などについて学ぶ時間を設けており、さらに養成講座となりますと時間確保ができない状

況でございますので、中学校においての実施は難しい、と考えているところでございます。 

 

 

 

質問事項番号 9 質問議員名 10番 阪本 和俊 

質 問 事 項 

（質問要旨） 

今後の教育行政のあり方について 

・各市町の教育委員会を中部教育局と一本化し、広域連合との

連携又は統合を検討すべき 

答  弁  者 教育委員長 担当課 教育総務課 

〔答弁要旨〕 

 阪本議員のご質問にお答えします。 

 各市町の教育委員会を中部教育局に一本化し、広域連合との連携・統合を検討すべきで

はないか とのご質問でございます。 

 

 広域連合は、消防、火葬、ゴミ処理、滞納徴収など、広域にわたり処理することが適当

であるもの、スケールメリットを活かせるものの事務処理を行っています。 

 教育が、この広域的に処理する事務にふさわしいものなのか、共同処理でスケールメリ

ットを活かすべきものなのか、意見は分かれると思います。 

 

それぞれの市や町には、自然や歴史、人々が培ってきた文化等、違いがあり、各々の特

性を生かしながら町づくり、人づくりが進められてきております。 
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教育行政におきましても、この町の方針にそって、特色ある教育を推進していくことは

当然のことであり、私としましては、中部教育局に一本化していくという考えは、持って

いないところであります。 

 

 

 

質問事項番号 5－2 質問議員名 6番 森本 真理子 

質 問 事 項 

（質問要旨） 

鳥取中部地震の対応と今後について 

・こども園、小中学校の避難の様子、対処方法、保護者への引

渡しの様子は。今後どのようにこの経験を活かしていくのか。 

答  弁  者 教育委員長 担当課 教育総務課 

〔答弁要旨〕 

 森本議員のご質問にお答えします。 

 まず、鳥取中部地震におけるこども園、学校の避難の様子、保護者への対応について で

あります。 

 

 地震発生時からの対応等につきましては、町田議員への答弁のとおりでございますが、

地震発生から避難場所へ移動するなどの一連の行動については、日頃の訓練どおりに避難

できたと、報告を受けております。。 

 こどもたちの保護者への引渡しについて でございますが、保護者への連絡は「まちこ

みメール」と職員の携帯電話で行いました。こどもたちだけの下校はさせず、また、スク

ールバスでの下校をやめ、原則、保護者に引渡しをする、ということで行いました。 

 

多くの保護者がメール送信の前に迎えに来られていたようですし、北条小学校は学習発

表会で多くの保護者が来校中でありましたので、午後 3時過ぎにはほぼ児童全員の引渡し

が完了しました。そのほかの園、学校におきましても、ほぼ午後 5時ごろまでに保護者へ

の引渡しが完了しましたが、保護者の方の都合で、午後 7時ごろというのが、最後の引渡

しとなりました。 

 

次に、今回の地震から、今後、どのように生かしていくかについて でございます。 

 今回の地震では、停電で放送機の使用ができなかった、パソコンが使用できずメール送

信が遅くなった、迎えの車が渋滞したり、校門付近が込み合ったなどが、直接の課題とし

てあげられました。 

また、雨など天候が悪かった場合や寒さ対策、スムーズなこどもの引渡し等が反省材料

として明らかになったこともあります。 

そこで、これらの課題や反省していかなければならないことを踏まえ、これからの対応

をしっかりと検討し、今後に備えていきたいと考えております。 
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